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1. はじめに 
現在，入院患者の食事の摂取量計測は，栄養士が食事摂取

量の割合を目測し，食品成分表と照らし合わせた手計算で行

われている．しかし，人の手によるものなので個人差が生じ，

正確な摂取量の計測が行えていない．そこで，著者らは栄養

士に代わり，機械を用いて計測および記録を行う食事摂取量

計測システムの研究と開発を行ってきた(1)．しかし，本シス
テムの操作はパーソナルコンピュータ(PC)や機械の操作が苦
手な人には難しいと考えられる．そこで，本論文では，マン

マシンインタフェイス(MMI)の改良を行い，MMIの操作性の
向上を目指す． 
2. 食事摂取量計測システム 
 本システムは，食前と食後の食膳画像の比較，計測を行い，

患者の摂取カロリーおよび各種栄養素を算出している．シス

テムの処理の流れは，実験筐体に食膳を入れ，食膳全体を撮

影する．次に，撮影画像から食器位置を特定し，食器画像を

抽出する．さらに，抽出された食器画像から料理画像を抽出

する．最後に，抽出された料理画像から画素数を求め，食前

および食後を比較し，データベース(DB)とリンクして摂取カ
ロリーを算出する． 
3. マンマシンインタフェイスの改良 
 従来のMMI(旧MMI)では，画面情報のみであり，操作方法
が分かりづらく，機械や PC の操作が苦手な人には操作が難
しいと考えられる．そこで，文字やボタンを大きく分かり易

く改良を行う．図 1に従来のメイン画面，図 2に新メイン画
面を示す．また，新たに音声ガイドシステムを追加し，音声

によって各 DBの 
登録，摂取量の計 
測手順の流れを明 
確化する． 
 
 
4. マンマシンインタ
 改良を行った MM
MMIの操作性比較実
の操作未経験者 10 名
MMI の操作を行う 5
の操作を行う 5名をグ
に被験者に渡す，操作

者が手順書通りに操作

が続行不能と判断した

方法として，新MMI
録，メニューDB 登録
較を行う．操作失敗と

験結果から除外する．

ートで操作性の評価を
 
 
 
 
 表 1から 3に実験結
登録および料理 DB登
登録で 2 名が操作失
の方が操作性に優れて

音声ガイドにより操作

明した．このことから，MMIの改良により操作性が向上した
と言える．しかし，被験者から音声ガイドの補助機能強化の
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5. マンマシンインタフェイスの再改良 
前記した要望や指摘に加え，実験結果以外で明らかになっ

たMMIの問題点を改善するため，MMIの再改良を行う．そ
して，ナビゲーション機能を追加する．この機能は，各 DB
の登録ボタンを順次点滅させ，各 DB への登録から摂取量計
測までの手順と，操作するボタンの位置を指示する機能であ

る．ナビゲーション機能を図 3に示す． 
 
 
 
 
 
 
6. 再改良後のマンマシンインタフェイスの操作性比較実験 
再改良後のMMI(再改良MMI)と，再改良前のMMI(前MMI)

を用いて，MMIの操作性比較実験を行う．実験条件は 4章と
同じとする．ただし，操作内容に個人 DB登録を追加する． 
 
 
 
 
 実験結果より，前MMIのメニューDB登録で 1名が操作失
敗となった．表 4に示す結果より，グループ Aにおいて 2度
目の操作で操作時間が大きく減少していることが分かる．こ

の結果より再改良 MMI のナビゲーション機能には操作手順
を記憶させる効果があることが分かる．表 5，表 6 に示す結
果より，グループBは「再改良MMIのほうが操作しやすい」，
「ナビゲーションが役に立った」との回答が多かった．しか

し，グループ Aは「どちらも操作性は変わらない」との回答
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全体平均 [分秒 ]

表 4 操作時間 表 5 アンケート 表6 ナビゲーション
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図 2 新メイン画面 
果より，再改良 MMI の方が操作性に優
るが，操作に慣れた人にはナビゲーショ

とが分かる．以上の結果より，ナビゲー

助は，初心者には分かりやすく記憶し易

ている人には不要であることが分かった．

ではナビゲーション機能以外の改良点が

分な検証を行えたとは言えない． 

摂取量計測システムのシステム構成につ

MIの改良を行い，新旧MMIの操作性比
験結果より，新 MMI のほうが操作性に
かった．さらに，MMI の再改良を行い，

MIの操作性比較実験を行った．実験結果
は向上した．しかし，今回の実験では十

った．今後は，ナビゲーション機能以外

る実験方法を検討する．また，今回の実

トにあった要望などを参考にしながら

さらに，今後は実際に病院内での臨床実

ムの実用性についての検証も行う． 
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